
■ 議会広報委員会 ■

～ ペーパーレス会議を先行導入 ～

鳴門市議会では、令和６年度からタブレット型端末を使用したペーパーレス会議が始まります。
これに先立ち、令和６年１月から議会広報委員会で試験的にペーパーレス会議を開始しました。
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２２

議案番号 案　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

《令和５年 第４回定例会の議決結果》

同意第６号

許可第３号

選　第 2号

許可第２号

選　第１号

許可第１号

同意第５号

同意第４号

議案第　号54

議案第　号55

議案第　号56

議案第　号57

議案第　号58

議案第　号59

議案第　号60

議案第　号61

議案第　号62

議案第　号63

議案第　号64

議案第　号65

議案第　号66

議案第　号67

議案第　号68

議案第　号69

議案第　号70

議案第　号71

議案第　号72

議案第　号73

議案第　号74

報告第　号13

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報　　告

同　　意

認　　定

原案可決

承　　認

原案可決

同　　意

許　　可

選　　挙

許　　可

選　　挙

許　　可

同　　意

予算決算

総務文教

督促手数料
及び延滞金
条例等審査
特別委員会

産業建設

生活福祉
総務文教
産業建設

令和４年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

令和４年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

令和４年度鳴門市下水道事業会計決算の認定について

令和４年度鳴門市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和４年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和４年度鳴門市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

専決処分の承認について（令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第６号））

令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第７号）

令和５年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第３号）

鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

鳴門市督促手数料及び延滞金条例等の一部改正について

権利の放棄について

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

専決処分について（損害賠償の額の決定）

教育委員会委員の任命について

監査委員の選任について

鳴門市議会議長の辞職許可について

鳴門市議会議長の選挙について

鳴門市議会副議長の辞職許可について

鳴門市議会副議長の選挙について

議長の常任委員会委員の辞任について

監査委員の選任について



３３

請願番号 案　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

請願の処理

請願第　号６ 不  採  択 生活福祉「物価高騰に見合う生活保護基準の引き上げを求める」意見書を国へ送付
することを求める請願書

委員会審査

総
務
文
教
委
員
会

　
●
議
案
第
70
号

　
　
鳴
門
市
職
員
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
●
議
案
第
71
号

　
　
鳴
門
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
　
正
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
が
行
わ
れ
た
こ

　

と
か
ら
、
本
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
て
改
定
を
行
う
な
ど
、

　

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。
２
議
案
は
関
連
す
る
議
案
で
あ
る
た
め
一
括
議
題

　

と
し
、
同
時
に
審
査
を
行
っ
た
。

今
回
の
改
正
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の
収
入

が
平
均
で
ど
の
程
度
、
増
額
と
な
る
の
か
。

勤
務
体
系
な
ど
に
よ
り
異
な
る
た
め
一
概
に

言
え
な
い
が
、
例
え
ば
、
通
常
の
一
般
事
務

補
助
で
あ
れ
ば
給
料
表
は
１
級
１
号
か
ら
始

ま
り
、
改
定
前
の
給
料
月
額
が
15
万
１
０
０

円
で
あ
っ
た
場
合
、
改
定
後
は
、
16
万
２
１

０
０
円
と
な
り
月
額
１
万
２
０
０
０
円
の
増
額
に
な
る
。

今
回
の
改
正
の
目
的
と
対
象
は
。

民
間
と
の
較
差
を
解
消
す
る
た
め
、
人
事
院
勧
告
な
ど
に
準
じ
て
、
本

市
職
員
の
給
料
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

も
の
で
あ
り
、
処
遇
改
善
な
ど
へ
の
対
応
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

人 事 案 件
〔同意第４号〕 ●教育委員会委員 川上　貴也  氏  （瀬戸町）

かわかみ　　たか  や

〔同意第５号〕 ●監　査　委　員 多田　正孝  氏  （藍住町）
  た　だ　　 まさたか

 
「特別委員会」ってなに？

特別委員会は、特定の問題に関する審査や調査研究などを行うために、必要に応じて本会議の議決によっ

て設置される委員会です。したがって、その問題の審査または調査研究などが終了すると消滅します。

《特別委員会の設置基準》

① ２個以上の常任委員会の所管に属する事件である場合。

② 事件が政治的に重要な事件で、常任委員会において審査または調査することが適当でないと判断

される場合。など



４４

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会

●
議
案
第
74
号

　
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産

し
た
場
合
に
お
け
る
保
険
料
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

出
産
す
る
方
の
属
す
る
世
帯
の
保
険
料
が
減
額

さ
れ
る
の
か
。

妊
娠
85
日
以
上
経
過
し
た
方
の
保
険
料
部
分
に

つ
い
て
、
単
胎
妊
娠
で
４
ヵ
月
分
、
多
胎
妊
娠

で
６
ヵ
月
分
の
所
得
割
お
よ
び
均
等
割
の
保
険

料
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
帯
全
員
分
の

保
険
料
を
免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
市
全
体
で
ど
れ
く
ら
い
の
減
額
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

令
和
４
年
度
の
本
市
に
お
け
る
出
産
育
児
一
時
金
の
請
求
世
帯
数
で

あ
る
24
世
帯
を
基
に
単
胎
妊
娠
で
試
算
す
る
と
、
減
額
対
象
期
間
中

の
24
人
分
の
保
険
料
約
１
２
０
万
円
に
対
し
て
、
約
41
万
円
減
額
さ

れ
る
。

減
額
対
象
期
間
中
に
出
産
被
保
険
者
の
世
帯
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

出
産
被
保
険
者
が
減
額
対
象
期
間
中
に
実
際
に
世
帯
に
属
し
た
月
数

に
応
じ
て
、
異
動
前
の
世
帯
と
異
動
後
の
世
帯
の
保
険
料
を
減
額
す

る
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
73
号

　
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

徳
島
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
確
定
し
た
滞
納
家
賃
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求

に
関
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

市
営
住
宅
で
は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は

禁
止
だ
が
、
鳴
き
声
が
す
る
な
ど

犬
猫
の
飼
育
に
対
す
る
苦
情
は
な

か
っ
た
の
か
。

平
成
25
年
頃
か
ら
犬
猫
の
ふ
ん
尿

に
関
す
る
苦
情
が
あ
り
、
指
導
中

に
入
居
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
状

況
に
な
り
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

高
額
な
費
用
で
原
状
回
復
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、
改
修
の
必
要
性

は
あ
っ
た
の
か
。

本
件
の
市
営
住
宅
は
、
こ
の
地
域
で
は
耐
震
性
の
あ
る
唯
一
の
維
持

管
理
住
宅
で
あ
り
、
本
件
の
部
屋
も
使
用
可
能
な
状
態
に
し
た
上
で

の
入
居
の
公
募
や
、
近
辺
の
未
耐
震
の
用
途
廃
止
住
宅
に
住
ん
で
い

る
方
の
住
み
替
え
先
と
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

早
め
の
情
報
収
集
や
対
応
を
行
い
、
対
応
費
用
が
高
額
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
要
望
︼



５５

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会

●
議
案
第
68
号

　
令
和
５
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
商
品
券
配
布
事
業
や
、
新
庁
舎
開
庁
を
契
機
と
し
た

市
役
所
周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
に
向
け
た
設
計
業
務
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
の
将

来
を
見
据
え
た
重
要
な
施
策
に
必
要
な
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
応
援
う
ず
と
く
商
品
券
配
布
事
業
に

つ
い
て
、
配
布
対
象
者
は
。

対
象
世
帯
は
、
全
体
の
約
２
万
６
０
０
０
世
帯
か

ら
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
約
７
０
０
０
世
帯

を
差
し
引
い
た
約
１
万
９
０
０
０
世
帯
。
所
得

税
・
住
民
税
の
定
額
減
税
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
、

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
し
た
い
。

自
治
振
興
関
係
費
の
使
途
は
。

旧
黒
崎
幼
稚
園
を
改
修
し
、
黒
崎
地
区
自
治
振
興
会
の
拠
点
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
す
る
。

将
来
を
見
据
え
た
重
点
施
策
の
う
ち
、
う
ず
し
お
会
館
、
分
庁
舎
、

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
各
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
改
修
計
画
に

費
用
を
か
け
、
維
持
管
理
に
は
予
算
を
か
け
ず
に
長
持
ち
さ
せ
る
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
要
望
︼

鳴
門
市
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
条
例
等
審
査
特
別
委
員
会

　
●
議
案
第
72
号

　
　
鳴
門
市
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

現
在
、
徴
収
し
て
い
る
公
法
上
の
収
入
金
に
係
る
督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
た

　

め
、
関
係
す
る
８
条
例
（
鳴
門
市
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
条
例
、
鳴
門
市
道

　

路
占
用
料
条
例
、
鳴
門
市
税
賦
課
徴
収
条
例
、
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
条
例
、

　

鳴
門
市
介
護
保
険
条
例
、
鳴
門
市
河
川
占
用
料
条
例
、
鳴
門
市
後
期
高
齢
者
医

　

療
に
関
す
る
条
例
、
鳴
門
市
下
水
道
条
例
）
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も

　

の
。

督
促
は
こ
れ
ま
で
通
り
行

う
の
か
。

今
回
の
条
例
改
正
は
１
０

０
円
の
督
促
手
数
料
を
廃

止
す
る
も
の
で
あ
る
。
督

促
自
体
は
必
ず
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
督

促
状
は
、
今
ま
で
ど
お
り

納
期
限
到
来
後
20
日
以
内

に
送
付
す
る
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
督

促
手
数
料
の
実
績
は
。

督
促
手
数
料
の
前
年
度
収

入
は
全
体
で
、
１
３
５
万
６
８
０
６
円
。
こ
の
う
ち
、
市
税
の
督
促
手

数
料
が
１
番
多
く
、
86
万
５
３
０
円
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼



６６

再開が待たれる鳴門市文化会館

問
新
庁
舎
の
運
用
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
︑
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
︒　
　
　

答
新
庁
舎
の
特
徴
と
し
て
、
特
に
市
民
の

利
用
頻
度
が
高
い
窓
口
や
相
談
・
案
内
機

能
を
１
階
に
集
約
配
置
す
る
。
番
号
発
券

シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、
そ
の
操
作
補
助
を

行
う
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
、
一

部
窓
口
で
の
手
続
き
で
は
、
来
庁
者
が
住

所
、
氏
名
な
ど
の
記
入
を
す
る
こ
と
な
く
、

職
員
が
聞
き
取
り
に
よ
り
申
請
書
を
作

成
す
る
書
か
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
、
分
か
り
や
す
い
案
内
サ
イ
ン
の
整
備

な
ど
、
ず
っ
と
先
の
未
来
に
も
使
い
や
す

い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
庁
舎
の
実
現
に

つ
な
げ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
文
化
会
館
改
修
事
業
の
進
捗
状
況
は
︒

答
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、Ｄ

Ｂ
発
注
仕
様
書
作
成
業
務
や
文
化
会
館

耐
震
工
事
設
計
・
施
工
者
選
定
Ｃ
Ｍ
業

務
に
必
要
と
な
る
費
用
を
計
上
し
た
。
時

代
の
要
請
に
応
え
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

る
鳴
門
市
文
化
会
館
を
一
日
も
早
く
市

民
の
皆
様
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
事
業

推
進
に
努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

問
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
既
存
施
設

に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
予
定
は
︒　

答
新
た
に
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
核
と
な
る

体
育
館
と
温
水
プ
ー
ル
を
含
ん
だ
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
令
和
５
年

度
よ
り
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
始

め
、
令
和
６
年
度
に
基
本
構
想
を
作
成

す
る
ほ
か
、
次
期
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
既
存
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。　

会
派　
潮

藤
田　

茂
男

ふ 

じ 

た

し 

げ 

お

新
庁
舎
の
特
徴
と
利
便
性

文
化
会
館
改
修
事
業

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
現
状
と
今
後

一　般　質　問

代　表　質　問
❶藤田　茂男 ( 会派　潮 )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 鳴門市新庁舎整備事業について

　 ⑵ 鳴門市文化会館耐震改修事業に

　　 ついて

　 ⑶ スポーツ施設の整備について

❷橋本　国勝 ( 会派　創心クラブ )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 徳島県との協調事業の推進につ

　　 いて

2．シン・スーパー改革プランについ
　  て
　 ⑴ 歳出削減に向けた取り組みにつ

　　 いて

　 ⑵ 効率的かつ効果的な行政運営機

　　 能の構築について

❸宅川　靖次 ( 会派　平成なると )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 高齢者福祉について

　 ⑵ 交通行政について

　 ⑶ 観光行政について

2．イノシシ対策について
　 ⑴ 観光地におけるイノシシ対策に

　　 ついて

❹高麗　裕之 ( 会派　未来 )
1．利用者目標で考える公園の在り方
　  について
　 ⑴ 鳴門ウチノ海総合公園について

2．生成 AI の活用について
　 ⑴ 生成 AI を活用した鳴門市の今

　　 後の展望について

❺前田ナツ子 ( 会派　公明党 )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 教育行政について

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

代
表
質
問

一般質問をテレビで見よう！

　２月、６月、９月、12月に行わ
れる本会議での一般質問は、テレ
ビ鳴門（ケーブルテレビ）の生放
送で見ることができます。

　チャンネルは、
　　デジタル 111ch
(※チャンネルは変更される場合があります )
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シン・スーパー
改革プラン

イノシシ捕獲檻

問
10
年
後
︑
20
年
後
を
見
据
え
た
投
資

的
事
業
へ
の
取
り
組
み
方
針
は
︒　

 　

答
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
な
ど
に
よ
り

着
手
時
期
や
事
業
規
模
の
精
査
を
行
う

な
ど
、
事
業
の
選
択
と
重
点
化
、
年
度
間

の
平
準
化
を
進
め
、
事
業
費
の
削
減
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
・
ス

ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
の
中
期
財
政
収
支

見
通
し
に
お
い
て
、
計
画
策
定
時
点
で
は

想
定
で
き
な
い
新
た
な
投
資
事
業
に
対

応
す
る
た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
費

な
ど
個
別
積
み
上
げ
事
業
以
外
の
想
定

事
業
費
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
新

た
な
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
核
と
な
る
体
育

館
と
温
水
プ
ー
ル
を
含
ん
だ
施
設
の
整

備
は
令
和　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

６
年
度
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

基
本
構
想　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

を
策
定
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

要
望
文
化
会
館
の
耐
震
改
修
事
業
の
一

日
も
早
い
取
り
組
み
、
完
成
を
要
望
す
る
。

問
県
と
協
調
し
た
事
業
推
進
は
︒    　

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
大
阪
・
関
西
万
博
に

向
け
た
県
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
観
光

客
を
徳
島
県
へ
誘
客
す
る
た
め
新
た
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
、

関
西
国
際
空
港
か
ら
亀
浦
港
を
結
ぶ
海

上
交
通
の
導
入
に
向
け
た
実
証
運
行
や
、

海
外
か
ら
の
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、
国

際
線
や
国
内
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
誘
致
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
も
こ
う
し
た
県

の
取
り
組
み
と
協
調
し
、
国
内
外
の
観
光

客
に
安
全
、
快
適
に
旅
行
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
周
遊
観
光
を
促
す
交
通
施

策
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
宿
泊
助
成
事
業

の
ほ
か
、
関
連
事
業
者
が
行
う
ト
イ
レ
の

洋
式
化
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
費
用

な
ど
を
補
助
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

問
活
用
可
能
な
遊
休
資
産
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
一
括
し
て
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

答
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
売
却
や
利
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
優
先
順
位
を
見
極

め
処
分
す
る
。
利
活
用
方
法
を
民
間
事
業

者
に
提
案
し
て
も
ら
う
「
民
間
提
案
制
度
」

の
導
入
も
検
討
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

会
派　
創
心
ク
ラ
ブ

橋
本　

国
勝

は
し
も
と

く
に
か
つ

投
資
的
事
業
の
取
り
組
み
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
に
向
け

た
県
と
の
協
調
事
業

遊
休
資
産
の
活
用

問
徳
島
県
が
実
施
し
て
い
る
運
転
免
許

証
の
返
納
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
料
金
割
引
制
度
に
つ
い
て
︑
新
し
い
取

り
組
み
や
今
後
の
方
向
性
は
︒　
　

 　

 

答
運
転
免
許
証
の
返
納
時
に
65
歳
以
上

に
交
付
さ
れ
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
飲
食
や
物
販
な
ど
約
４

０
０
店
舗
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
う
ち
タ
ク
シ
ー
の
料
金
に

つ
い
て
は
一
割
、
路
線
バ
ス
の
運
賃
に
つ

い
て
は
半
額
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
鳴

門
市
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
新
し
い

移
動
手
段
の
導
入
を
検
討
し
、
引
き
続
き

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　

問
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
整
備
に
伴
う
今

後
の
観
光
誘
致
の
取
り
組
み
は
︒　
　

答
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連

携
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
裾
野
拡
大
や
受

け
入
れ
環
境
整
備
、
機
運
醸
成
な
ど
に
取

り
組
み
、
引
き
続
き
自
転
車
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。　

問
鳴
門
公
園
周
辺
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

対
策
に
つ
い
て
︑
ど
う
取
り
組
む
の
か
︒

答
現
在
、
農
林
水
産
課
、
危
機
管
理
課
、

市
民
協
働
推
進
課
、
環
境
政
策
課
の
４
課

に
よ
り
住
宅
市
街
地
な
ど
で
の
有
害
鳥

獣
対
策
に
組
織
横
断
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
地
元
の
地
理
や

野
生
鳥
獣
の
生
態
に
詳
し
い
駆
除
員
の

ご
意
見
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
の
情

報
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
効
果
的
な
捕
獲

檻
の
設
置
を
計
画
的
に
行
う
な
ど
、
持
続

的
な
対
策
を
推
進
し
た
い
。　
　
　
　

 　

会
派　
平
成
な
る
と

宅
川　

靖
次

た
く
か
わ

や 

す  

じ

運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

大
鳴
門
橋
自
転
車
道
整
備
後

の
観
光
誘
致

観
光
地
に
お
け
る

　
　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
対
策

代
表
質
問



８８

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

問
全
国
で
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
急
増

が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
︒
ま

た
︑
い
じ
め
件
数
も
過
去
最
多
と
な
っ
て

お
り
︑
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
︒
文
部
科
学
省
は
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
不
登
校

対
策
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
推
進

し
て
い
る
が
︑
本
市
に
お
け
る
不
登
校
お

よ
び
い
じ
め
の
実
態
と
対
策
は
︒
ま
た
︑

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
考
え
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　

答
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
人
数
は
、
令
和

５
年
10
月
時
点
で
、
小
学
生
20
人
、
中

学
生
56
人
、
計
76
人
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
策
と
し
て
、
学
校
内
に
お
い
て
別
室

登
校
や
保
健
室
登
校
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
適
応
指
導
教
室
「
う
ず
潮
教
室
」

に
お
い
て
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
支
援
し
て
い
る
。
い
じ
め
の
状

況
と
し
て
は
、
小
学
校
３
０
７
件
、
中
学

校
49
件
の
い
じ
め
が
認
知
さ
れ
て
い
る
。

早
期
発
見
の
体
制
と
相
談
で
き
る
体
制

を
充
実
さ
せ
、
い
じ
め
の
積
極
的
な
認
知

に
努
め
、
い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
む
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
毎
年
猛

暑
が
続
い
て
い
る
︒
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
︒
体
育
館
は
︑
生
徒

の
快
適
な
運
動
環
境
・
学
習
環
境
の
確
保
︑

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
観
点
か

ら
空
調
機
器
設
置
の
重
要
性
が
認
知
さ

れ
て
い
る
︒
本
市
に
お
け
る
設
置
促
進
に

つ
い
て
の
考
え
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　

答
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
鳴
門
市
第
一
中
学
校
の
例
を
参

考
に
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
平
時
に
お

け
る
教
育
環
境
へ
の
効
果
の
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
有
利
な
財
源
の
確
保
や
コ

ス
ト
の
抑
制
に
つ
い
て
も
研
究
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

会
派　
公
明
党

前
田
ナ
ツ
子

ま 

え 

だ

な　

つ　

こ

空調機器を設置予定の
鳴門市第一中学校体育館

冬
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

問
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
公
園
に
求

め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
︒

毎
年
冬
に
は
各
地
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
話
題
と
な
る
が
︑
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総

合
公
園
の
さ
ら
な
る
発
展
と
認
知
度
向

上
︑
公
園
利
用
者
の
増
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
︒　
　
　
　
　
　
　
　

答
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
の
平
成
20

年
度
以
降
令
和
２
年
度
ま
で
の
年
間
利

用
人
数
は
約
21
万
８
８
０
０
人
で
あ
っ

た
。
令
和
５
年
度
は
11
月
末
ま
で
の
８

か
月
間
で
21
万
８
０
０
０
人
あ
ま
り
。

景
観
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公

園
の
活
性
化
の
た
め
、
徳
島
県
に
対
し
て

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
の
提
言
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
魅
力
向
上
に
努
め

る
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

過
去
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
後
、

民
間
事
業
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
徳
島
県
と
協
議
し
検
討
す
る
。　
　

要
望
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
活
用
し

た
カ
フ
ェ
な
ど
の
施
設
づ
く
り
や
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
を
強
く
要
望
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
︑
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
︒
業
務
の
効
率
化
や
職
員
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 　

答
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
の
参
考

程
度
の
活
用
に
と
ど
め
た
上
で
利
用
可

能
と
し
て
い
る
。
利
用
基
準
に
つ
い
て

は
、
鳴
門
市
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー

や
令
和
５
年
８
月
に
策
定
し
た
鳴
門
市

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
基
準
に
お
い
て
、

利
用
申
請
お
よ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

び
許
可
の
プ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

セ
ス
な
ど
に
つ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

い
て
明
確
に
規　
　
　
　
　
　
　
　

 
　

定
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

必
要
な
対
策
を　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

講
じ
な
が
ら
チ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

を
活
用
し
た
い
。　
　

 
 
 
 
 
 
 

　
　
　

要
望
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ

Ｉ
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
す
る
。　
　
　
　
　

   

　
　
　

　

　

生
成
A
I
の
活
用
を

会
派　
未
来

高
麗　

裕
之

こ
う
ら
い

ひ
ろ
ゆ
き



９９

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

年４回配布している「議会だより」 月１回配布している「広報なると」

問
大
麻
町
桧
東
地
区
の
一
部
に
広
報
な
る

と
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
︒
広
報
紙
の
配

布
は
︑
自
治
会
が
委
託
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
が
︑
自
治
会
を
退
会
し
た
た
め

２
年
も
配
布
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
る
︒

配
布
し
て
も
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
︒
知

る
権
利
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
︒
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
︒

答
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
35
団
体
と
41

人
の
個
人
に
委
託
し
、
広
報
配
布
員
と
し

て
各
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
間
に
配

布
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
同
地
区
で
は

一
部
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
た
め
、
配
布
で
き
て
い
な

か
っ
た
世
帯
に
配
布
を
行
っ
た
。
広
報
な

る
と
が
各
月
３
日
ま
で
に
届
か
な
い
と

き
や
、
本
市
に
移
住
し
て
き
た
方
、
引
っ

越
し
て
き
た
方
の
新
規
受
付
な
ど
は
、
秘

書
広
報
課
で
随
時
対
応
し
て
い
る
。
今
後

も
適
切
な
配
布
に
努
め
る
。　
　
　
　
　

要
望
今
ま
で
は
「
配
布
を
し
て
い
る
。」「
何

の
問
題
も
な
い
。」
と
言
っ
て
い
た
が
、

一
部
配
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
は
っ
き

り
し
た
の
で
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。

　

　

　

　

広
報
紙
の
配
布
漏
れ

八
木　
　

亨

 

や　

ぎ

と
お
る

個　人　質　問
❶八木　亨
1．道路行政について
　 ⑴ 鳴門市人権福祉センター周辺の

　　 道路整備について

2．広報事業について
　 ⑴ 広報の配布について

❷上田　公司
1．働き方改革について
　 ⑴ 業務のあり方について

　 ⑵ モバイル端末の利用について

2．会計年度任用職員について
　 ⑴ 処遇改善について

3．水環境について
　 ⑴ 水質改善について

❹東谷　伸治
1．人出不足について
　 ⑴ 人出不足の現状と市の対応につ

　　 いて

　 ⑵ 若者回復率について

2．ハラスメントについて
　 ⑴ カスタマーハラスメントの現状

　　 と市の対応について

3．市民の移動手段の確保について
　 ⑴ 後期高齢者への移動支援につい

　　 て

　 ⑵ 市内におけるタクシーの台数に

　　 ついて

❺潮崎　憲司
1．市民対応について
　 ⑴ 庁舎移転後の市民対応について

2．鳴門市DX推進計画について
　 ⑴ BPRの取り組みについて

❻小西　努
1．空き家対策について
　 ⑴ 現状と今後の取組について

2．広報事業について
　 ⑴ にゃるひげについて

　 ⑵ 鳴門市KoHoさんについて

3．スポーツ施設の整備について
　 ⑴ 衛生センターグラウンドの整備
　　 について

❽梶　達矢
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 文化・歴史・自然環境を活かした
　　 観光振興について

　 ⑵ 地域公共交通について

❼長濱　賢一
1．鳴門市のまちづくりについて
　 ⑴ 第七次鳴門市総合計画・都市計画
　　 マスタープラン・立地適正化計画

 　　について

　 ⑵ 公民連携のまちづくりについて

2．国際・国内交流の推進について
　 ⑴ 国内交流について

　 ⑵ 国際交流について

3．鳴門市新庁舎整備事業について
　 ⑴ 鳴門市新庁舎整備事業における
　　 増田建築について

︵
平
成
な
る
と
︶

❸三津　良裕
1．文化財の保護について
　 ⑴ 文化財の保存と活用について

2．第一次産業の振興について
　 ⑴ 浚渫事業について

しゅんせつ



１０１０

問
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
誇
る
鳴
門
市
に

は
国
や
県
︑
市
指
定
の
文
化
財
が
数
多
く

あ
る
︒
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
公

開
・
活
用
し
て
い
く
の
か
︒　
　
　

  　

　
一
方
︑
個
人
が
所
有
す
る
古
文
書
︑
古

地
図
︑
写
真
な
ど
︑
各
地
域
に
は
指
定
さ

れ
て
い
な
い
文
化
財
が
多
く
存
在
し
て

い
る
︒
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
の
把

握
︑
保
存
を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
︒  　

答
現
在
市
が
所
有
し
て
い
る
出
土
品
な

ど
に
つ
い
て
は
、
旧
川
崎
小
の
一
部
を
文

化
財
収
蔵
庫
と
し
て
活
用
し
保
管
し
て

い
る
。
ま
た
、
職
員
室
に
は
、
昔
の
農
機

具
や
七
輪
な
ど
を
常
設
展
示
し
て
い
る
。

市
内
の
国
指
定
文
化
財
は
、
市
立
図
書
館

３
階
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
ホ
ー
ル
で
写
真
パ

ネ
ル
や
出
土
品
な
ど
を
常
設
展
示
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

未
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
や
指
定
・
登
録
に

向
け
た
保
存
の
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
新
た
な
文
化
財
に
関
す
る
情
報
の
周

知
や
公
開
を
行
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

問
な
る
と
金
時
に
代
表
さ
れ
る
砂
地
畑

農
業
の
維
持
発
展
の
た
め
に
は
質
の
よ

い
手
入
れ
砂
が
必
要
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で

も
議
会
か
ら
亀
浦
漁
港
八
木
の
鼻
地
区

の
浚
渫
工
事
で
浚
渫
し
た
土
砂
を
鳴
門

市
の
砂
地
畑
に
手
入
れ
砂
と
し
て
利
用

で
き
な
い
か
と
提
案
・
要
望
し
て
き
た
︒

徳
島
県
が
取
り
組
む
八
木
の
鼻
地
区
の

浚
渫
土
砂
を
手
入
れ
砂
と
し
て
活
用
す

る
社
会
実
験
の
概
要
は
︒　
　
　
　

 　

答
県
は
、
手
入
れ
砂
社
会
実
験
推
進
協
議

会
を
設
立
し
、
浚
渫
土
砂
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
活
用
に
つ
い
て
、
試
験
ほ
場

の
選
定
、
詳
細
な
試
験
設
計
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。
手
入
れ
砂
と
し
て
の
有
効
性

や
経
済
性
な
ど
の
適
正
な
評
価
が
で
き

る
体
制
を
整
え
、
令
和
５
年
内
に
試
験
ほ

場
へ
の
手
入
れ
砂
の
搬
入
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
予
定
。
令
和
６
年
度
、
栽
培
試
験
が
開

始
さ
れ
る
見
込
み
の
た
め
、
今
後
も
県
、

Ｊ
Ａ
、
生
産
者
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
と
連
携
し
、
砂　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
畑
に
よ
る
ブ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
ド
産
地
の
持
続　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
発
展
に
向
け
、　
　
　
　
　
　
　
　

 　

全
力
で
取
り
組
む
。　
　
　
　
　
　
　
　

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
　
　
　
　
　
処
遇
改
善

問
外
部
か
ら
の
副
業
公
務
員
受
け
入
れ

に
よ
る
属
人
化
の
防
止
や
専
門
性
の
構

築
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
︒

　
ま
た
︑
配
付
用
Ｐ
Ｃ
は
持
ち
帰
り
可
能

と
し
て
い
る
が
︑
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

テ
レ
ワ
ー
ク
用
Ｐ
Ｃ
と
同
等
で
な
い
場

合
︑
紛
失
や
盗
難
︑
漏
洩
と
い
っ
た
リ
ス

ク
を
考
え
る
と
持
ち
出
し
禁
止
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
︒　
　
　
　
　
　
　

  　

答
外
部
か
ら
の
副
業
公
務
員
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
専
門
性
確
保
の
あ
り
方
や
属

人
化
防
止
の
観
点
も
含
め
、
先
進
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用
Ｐ
Ｃ
と
配

付
予
定
の
Ｐ
Ｃ
は
、
導
入
経
緯
の
違
い
か

ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
も
用
途
に

応
じ
た
対
策
を
行
っ
て
い
る
。　
　

 

　

問
市
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
が
急
が
れ
る
︒
勤

勉
手
当
の
実
施
と
と
も
に
前
歴
加
算
や

昇
給
上
限
の
さ
ら
な
る
改
善
を
す
る
べ

き
で
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
県
や
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
た

い
。
前
歴
加
算
・
昇
給
上
限
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
に
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
正
規
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
処
遇
改
善
に
努
め
る
。　

問
私
が
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

報
告
会
で
は
︑
活
動
へ
の
理
解
や
参
加
人

数
の
確
保
︑
後
継
者
育
成
な
ど
の
課
題
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
今
後
は

課
題
解
決
に
向
け
︑
市
と
し
て
﹁
Ｅ
Ｍ
の

日
﹂
制
定
に
よ
る
市
全
体
で
の
啓
発
や
︑

積
極
的
な
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
は
︒　

答
Ｅ
Ｍ
活
性
液
配
布
の
継
続
や
団
体
活

動
の
周
知
を
通
じ
て
参
加
者
の
確
保
に

つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
「
Ｅ
Ｍ
の
日
」
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
「
世
界

Ｅ
Ｍ
団
子
の
日
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
活
用
す
る
な
ど
、　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
や
学
校
に
お　
　
　
　
　
　
　

 

　

け
る
周
知
啓
発
を　
　
　
　
　
　
　

 

　

進
め
、
後
継
者
の　
　
　
　
　
　
　

 

　

確
保
に
繋
げ
て
い　
　
　
　
　
　
　

 

　

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

働
き
方
改
革

水
環
境
の
改
善

上
田　

公
司

う
え 

だ

こ
う 

じ

三
津　

良
裕

 

み　

つ

よ
し
ひ
ろ

︵
創
心
ク
ラ
ブ
︶

文
化
財
の
保
存
と
活
用

「なると金時」の砂地畑

個
人
質
問

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ



１１１１

建設中の新庁舎

高
齢
者
の
移
動
手
段

問
鳴
門
市
内
の
人
手
不
足
の
状
況
は
︒
ま

た
︑
10
代
で
転
出
し
た
若
者
が
鳴
門
市

内
に
20
代
で
転
入
し
て
く
る
比
率
で
あ

る
﹁
若
者
回
復
率
﹂
を
把
握
し
て
い
る
の

か
︒
移
住
者
を
募
る
よ
り
も
鳴
門
市
出
身

の
若
者
が
帰
っ
て
来
や
す
い
環
境
整
備

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒　
　
　
　

  　

答
多
く
の
市
内
事
業
者
が
人
手
不
足
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
ホ
テ
ル
関
係
で
は

客
室
の
稼
働
率
を
１
０
０
％
に
で
き
ず
、

ま
た
、
製
造
業
で
は
仕
事
は
あ
る
の
に
生

産
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
医

療
・
福
祉
関
係
も
同
様
。
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
将
来
的

に
市
内
企
業
で
就
職
し
て
も
ら
え
る
よ

う
職
場
見
学
・
職
業
体
験
の
機
会
を
創

出
し
て
い
る
。
若
者
回
復
率
は
、
算
出
し

て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

問
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

現
状
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

答
70
歳
以
上
の
高
齢
者
ほ
ど
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
意
向
が
強
く
、
バ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
は
意
向
が
低
い
と
把
握
し
て

い
る
。
地
域
や
地
元
企
業
の
支
え
合
い
に

基
づ
く
移
動
手
段
に
要
す
る
維
持
管
理

費
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
制
度
化
を
図

っ
て
い
る
。
問　
　
　
　
　
　
　
　

  　

問
全
国
的
に
タ
ク
シ
ー
不
足
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
︒
本
市
の
現
況
は
︒　
　
　

答
市
内
の
５
つ
の
法
人
タ
ク
シ
ー
事
業

者
が
保
有
す
る
車
両
は
64
台
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
度
よ
り
５
台

減
少
し
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
転
手
の　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
も
減
少　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傾

向
。
ラ　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ド
シ
ェ　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
の
調
査　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
研
究
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
度
を
補　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
す
る
新　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
な
移
動　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
段
の
確　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
に
努
め　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
出
不
足
の
状
況
と

　
U
タ
ー
ン
へ
の
環
境
整
備

東
谷　

伸
治

ひ
が
し
だ
に

し
ん 

じ

︵
ナ
ル
ト
地
方
創
生
会
︶

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
現
況

新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
対
応

問
新
庁
舎
移
行
後
は
︑
書
か
な
い
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
計
画
の
よ
う
で
あ

る
が
︑
そ
の
内
容
は
︒　
　
　
　
　

 　

答
書
か
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
例
え

ば
市
民
課
に
お
い
て
、
住
民
票
の
写
し
の

請
求
に
際
し
、
現
庁
舎
で
は
、
記
載
台
に

て
請
求
書
に
氏
名
や
住
所
な
ど
の
必
要

事
項
を
市
民
の
皆
様
に
記
載
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
新
庁
舎
移
転
後
は
、
市
民

の
皆
様
に
は
窓
口
に
座
っ
て
い
た
だ
き
、

職
員
が
直
接
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
、
シ
ス
テ
ム

に
情
報
を
入
力
し
て
、
必
要
事
項
が
記
載

さ
れ
た
請
求
書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
は
受
け
取
っ
た

本
人
専
用
の
請
求
書
に
署
名
す
る
だ
け

で
手
続
き
が
完
了
す
る
と
い
っ
た
も
の

で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
窓
口
で
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
書
か
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
１
月
頃
よ
り
現
庁
舎
で
も

段
階
的
に
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

り
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

問
新
庁
舎
に
来
庁
し
た
市
民
が
迷
わ
な

い
よ
う
に
︑
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
行
う
の

か
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

答
新
庁
舎
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
市
民
動
線

の
確
保
を
目
的
に
１
階
に
３
ヵ
所
玄
関

を
整
備
す
る
。
初
め
て
訪
れ
た
方
に
も
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
各
玄
関
か
ら
の
直

線
上
に
総
合
案
内
を
配
置
し
、
窓
口
表
示

や
行
き
先
誘
導
標
識
な
ど
の
サ
イ
ン
整

備
に
努
め
る
。
市
民
の
動
線
や
誘
導
に
関

し
て
は
、
開
庁
後
、
実
際
に
運
用
し
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
よ
う
な

事
案
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
周
知
、
サ

イ
ン
の
追
加
、
市
職
員
一
人
ひ
と
り
に
よ

る
積
極
的
な
声
掛
け
な
ど
、
対
策
を
幾
重

に
も
講
じ
た
い
。　
　
　
　
　
　

 
  

　

市
民
の
負
担
軽
減

　
　
　
﹁
書
か
な
い
窓
口
﹂

潮
崎　

憲
司

し
お

ざ
き

け
ん 

じ

個
人
質
問

︵
未
来
︶



１２１２

YouTube チャンネル
「鳴門市 KoHo さん」

ナラヤンガンジ市で行われた
桜の植樹

国
際
・
国
内
交
流
の
推
進

問
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画

は
︑
大
き
な
骨
格
と
し
て
５
つ
の
ゲ
ー

ト
・
重
点
ま
ち
づ
く
り
区
域
・
オ
ー
プ
ン

ゲ
ー
ト
構
想
を
掲
げ
て
い
る
が
︑
重
点
ま

ち
づ
く
り
区
域
と
商
業
エ
リ
ア
︑
都
市
機

能
誘
導
区
域
に
関
す
る
取
り
組
み
は
︒
ま

た
︑
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み
は
︒　
　
　
　
　
　
　

答
重
点
ま
ち
づ
く
り
区
域
な
ど
に
お
い

て
は
、
１
０
０
円
商
店
街
や
い
す

│

１

グ
ラ
ン
プ
リ
、
納
涼
市
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

と
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
る
。
誘
導

促
進
施
策
と
し
て
は
、
居
住
誘
導
区
域
内

で
の
住
宅
取
得
に
定
住
促
進
住
宅
取
得

補
助
金
の
加
算
措
置
を
設
け
て
い
る
。

公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
鳴
門
商
工
会
議
所
や
大
道
商
店

街
な
ど
と
連
携
し
、
商
店
街
活
性
化
の
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
連
携
を
深
め
、
地
区
の
課
題
を
自
ら
解

決
で
き
る
民
間
主
体
の
組
織
づ
く
り
や
機

運
醸
成
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
が
重

要
と
考
え
る
。
活
性
化
施
策
を
検
討
し
な

が
ら
、
適
切
な
連
携
支
援
を
図
り
た
い
。

要
望
都
市
計
画
関
連
の
計
画
を
随
時
見

直
し
、
有
利
な
国
の
支
援
事
業
の
活
用
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　

 

　

問
国
内
外
の
友
好
・
姉
妹
・
親
善
都
市
と

の
交
流
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
︒
ま
た
︑
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ナ
ラ

ヤ
ン
ガ
ン
ジ
市
と
の
経
済
・
教
育
・
人
材

交
流
の
今
後
の
取
り
組
み
は
︒　
　
　
　

答
国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
、
互
い
の
都
市
の
特
徴
を
活
か

し
、
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

有
意
義
な
交
流
関
係
を
構
築
し
た
い
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流
に

関
心
の
あ
る
方
な
ど
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
交
流
機
会
の
創
出
に
努
め
た
い
。

ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ
市
と
の
今
後
の
交
流

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ 

・ 

Ｎ
協
同
組　
　
　
　
　
　
　
　

 　

合
な
ど
か
ら
の　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

情
報
提
供
に
よ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

り
ニ
ー
ズ
を
把　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

握
し
、
支
援
の　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

検
討
を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

個
人
質
問

鳴
門
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備

問
空
き
家
対
策
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
︑

現
在
の
状
況
は
︒　
　
　
　
　
　
　

  　

答
令
和
３
年
度
鳴
門
市
空
家
等
実
態
調

査
に
お
け
る
空
き
家
総
数
２
８
３
９
戸

の
う
ち
、
除
却
な
ど
に
よ
り
56
戸
解
消

し
た
。
ま
た
、
空
き
家
総
数
に
は
倒
壊
危

険
性
の
高
い
空
き
家
が
１
０
１
戸
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
９
戸
の
解
消
を
確

認
し
て
い
る
。
除
却
支
援
制
度
で
は
、
令

和
５
年
度
予
算
額
１
４
４
０
万
円
に
対

し
、
11
月
末
時
点
で
９
戸
５
０
６
万
７

０
０
０
円
執
行
し
た
。　
　

 

　
　
　
　

要
望
空
き
家
対
策
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
や
業
者
に
依
頼
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
除
却
ペ
ー
ス
を
も
っ
と

上
げ
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

 

　

問
鳴
門
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
観
客
席
設
置
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に

つ
い
て
の
考
え
は
︒　
　
　
　
　
　

  　

答
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
少
年
野
球
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

体
育
活
動
の
場
と
し
て
、
地
元
の
方
々
や

各
団
体
の
皆
様
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
広
く
活
用
で
き
る
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
に
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

要
望
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て
の
前

向
き
で
非
常
に
力
強
い
答
弁
に
感
動
し

た
。
ぜ
ひ
と
も
実
現
に
向
け
て
突
き
進
ん

で
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

問
﹁
に
ゃ
る
ひ
げ
﹂
の
活
躍
と
﹁
鳴
門
市

Ｋ
ｏ
Ｈ
ｏ 
さ
ん
﹂
の
躍
進
の
状
況
は
︒

答
「
に
ゃ
る
ひ
げ
」
に
つ
い
て
は
、
職
員

用
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
使

用
し
て
い
る
ほ
か
、
「
に
ゃ
る
ひ
げ
」
を

紹
介
す
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
制
作
・
配

布
す
る
な
ど
、
市
内
外
の
方
に
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。「
鳴
門
市
Ｋ
ｏ
Ｈ
ｏ
さ
ん
」

に
つ
い
て
は
、
11
月
末
時
点
に
お
い
て
、

１
２
１
本
の
動
画
配
信
を
行
い
、
６
８
１

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登 

　
　
　
　
　
　
　
　

録
、
延
べ
約
９
万　

 

　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
０
回
の
動　

 

　
　
　
　
　
　
　

画
総
再
生
数
と
な　

 

　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

空
き
家
対
策
の
実
績
と

　
　
　
　
　
　
現
在
の
状
況

﹁
に
ゃ
る
ひ
げ
﹂
と

﹁
鳴
門
市
K
o
H
o
さ
ん
﹂

小
西　
　

努

 

こ 

に
し

つ
と
む

長
濱　

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

︵
潮
︶
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個
人
質
問

問
鳴
門
市
に
は
文
化
︑
歴
史
︑
自
然
環
境

な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
が
あ
る

が
︑
現
在
の
観
光
誘
客
の
施
策
は
︒　

答
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
宿
泊
助
成
事
業

や
観
光
関
連
事
業
者
対
象
の
受
入
環
境

整
備
事
業
の
ほ
か
、
夜
間
に
楽
し
め
る
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
鳴
門
の
自
然
・
文
化
な

ど
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
体
験
型
観
光

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
南
あ
わ
じ
市
と
連
携
し
た
受

入
れ
環
境
整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
望
環
境
人
類
学
博
士
の
林
博
章
先
生

の
講
演
会
に
て
、
江
戸
時
代
〜
明
治
時
代

初
期
に
か
け
て
の
撫
養
湊
の
繁
栄
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
、
鳴
門
市
民
と
し
て
誇

り
が
持
て
た
。
鳴
門
の
繁
栄
の
歴
史
を
紐

解
く
こ
と
は
、
使
命
感
の
向
上
や
未
来
の

施
策
へ
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
る
と
強
く

感
じ
た
。
勉
強
会
を
市
職
員
や
観
光
業
の

方
を
中
心
に
開
い
て
ほ
し
い
。　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　

問
大
麻
町
堀
江
地
区
の
公
共
交
通
空
白

地
域
解
消
に
向
け
た
取
組
み
は
︒　
　

答
他
地
区
の
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解

消
と
同
様
に
重
要
課
題
と
し
て
い
る
。
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
目
的
地
ま
で
移
動
で

き
る
デ
マ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ド
交
通
、
自　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

動
運
転
、
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ー
バ
ス
な
ど
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
た
な
移
動　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

手
段
の
導
入　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

を
検
討
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

要
望
企
業
等
送
迎
車
両
活
用
事
業
支
援

補
助
金
の
制
度
を
活
か
し
、
堀
江
地
区

の
新
た
な
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。
徳
島
バ
ス
の
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
線
が
吉
野
川
病
院
前
ま
で
来
て
い

る
の
で
、
吉
野
川
病
院
前
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
同
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る

の
も
一
つ
の
案
と
考
え
る
。
デ
マ
ン
ド

交
通
や
自
動
運
転
な
ど
の
手
段
や
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
も
堀
江
地
区
に
と
っ
て
有
効

な
交
通
手
段
に
な
り
得
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
注
視
し
て
実
証
運
行
の
実
現

に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

 

　

観
光
力
強
化
に
向
け
て

堀
江
地
区
の
公
共
交
通

梶　
　

達
矢

か
じ

た
つ 

や

︵
ナ
ル
ト
地
方
創
生
会
︶

地域バス（里浦粟津運動公園線）

■ 会 派 構 成 ■ （R6. 2. 29 現在）

市政に対して、同じ考えや意見を持っている議員の集まりを「会派」といいます。

【会派構成は変更する場合があります】

潮（うずしお）

会　長

幹事長

会　計

会　員

会　員

会　員

藤田　茂男

東　　正昇

小西　　努

圃山　俊作

山根　　巌

叶井　克典

創心（そうしん）クラブ

会　長

副会長

幹事長

会　計

三津　良裕

橋本　国勝

野田　粋之

秋岡　芳郎

ナルト地方創生会

会　長

副会長

幹事長

江戸　貴志

東谷　伸治

梶　　達矢

公  明  党

会　長

幹事長

浜　　盛幸

前田ナツ子

令和なると

会　長

幹事長
兼会計

会　員

八木　　亨

宅川　靖次

佐藤　絹子

無  所  属

上田　公司

長濱　賢一

未　　来

会　長

幹事長

潮崎　憲司

高麗　裕之



１４１４

■新しい委員会構成■ （R6. 2. 29 現在）

　委員会とは、議案などを専門的・能率的に審査するため、本会議の予備的審査機関として条例により設置しているもの

です。

　現在、鳴門市議会では４つの常任委員会を設置し、予算や条例の制定・改廃、住民などから提出された請願の審査、所

管分野の事務についての調査を行っています。

　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会の広報について協議する議会広報委員会を設置しているほか、

特に審査が必要とされる案件がある場合には、特別委員会を設置します。

人事や財政、市

税、デジタル化、

総合計画、統計、

公共交通、防災、

消防、学校教育、

社会教育などに

関する事項を担

当しています。

委 員 長 藤田 茂男

副委員長 小西 努

委 員 上田 公司

宅川 靖次

野田 粋之

浜 盛幸

裕之

総務文教委員会
 

 

 

 

 

 

 

戸籍やスポー

ツ、文化、環境、

国民健康保険、

保健、医療、介

護、人権、障が

い者福祉、子育

て支援などに関

する事項を担当

しています。

委 員 長 圃山 俊作

副委員長 梶  達矢

委  員 叶井 克典

    佐藤 絹子

   潮崎 憲司

  前田ナツ子

  三津 良裕

生活福祉委員会 

都市計画や市営

住宅、市道、下

水道、浄化槽、

雇用対策、企業

誘致、観光、農

林水産、水道、

ボートレースな

どに関する事項

を担当していま

す。 

委 員 長 長濱 賢一 

副委員長 八木  亨 

委  員 秋岡 芳郎 

江戸 貴志 

橋本 国勝 

山根  巌 

東  正昇 

産業建設委員会

市の予算・決算

と監査委員が行

う検査の結果に

関することを担

当しています。

委 員 長 潮崎 憲司 

副委員長 前田ナツ子 

委  員 議長を除く 
     全ての議員 

予算決算委員会

定例会・臨時会

の会期や日程、

質問者の順序の

調整など、議会

運営の全般につ

いて協議・意見

調整を図るため

の機関です。 

委 員 長 東  正昇 

副委員長 江戸 貴志 

委  員 藤田 茂男 

野田 粋之 

浜  盛幸 

潮崎 憲司 

三津 良裕 

八木 　亨 

議会運営委員会

議会広報番組や

議会だよりな

ど、議会からの

情報発信に関す

る事項について

協議するための

機関です。 

委 員 長 梶  達矢 
副委員長 上田 公司 

委  員 小西  努 

圃山 俊作 

潮崎 憲司 

前田ナツ子 

長濱 賢一 

八木  亨 

橋本 国勝 

議会広報委員会

分担することで、

より詳細で専門

的な審査・調査が

できるんだね。 

高麗

(議席順 )
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ご　意　見　箱

～議会活動に関するご意見を募集しています～

次のいずれかの方法でご提出ください。

①鳴門市議会公式ウェブサイトの

 　「鳴門市議会　ご意見箱」ペー

　ジから「入力フォーム」に必要

　事項を入力の上、送信。

②鳴門市役所 本庁舎１階 総合案内前に設置している

　ご意見箱に投函。

【提出方法】

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴

　門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり

　ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する

幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」

を設置しています。

もっと議会を知りたい

【議会を動画配信で見よう】
　本会議と委員会の模様は、イン
ターネットでの生配信と録画配信
でご覧いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

【会議録をウェブサイトで見よう】
① 「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　の「会議録検索システム」から
　ご覧になりたい会議録を検索

《傍聴にお越しください》
令和６年第１回定例会は 16 ページの日程で開催予定です。
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。
 ・本会議…議場    　　　・委員会…委員会室
　（受付：東側階段より３階議場入口）　　　　　　（受付：中央階段またはエレベーターで 3 階議会事務局）
　※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。 傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。

■議場議席図■ （R6. 2. 29 現在）

議場の議席は、常任委員会の改選に伴い変更されます。

鳴
門
市
議
会
で
は
先
例
に
よ
り
、
議
長‥

22
番
、
副
議
長‥

21
番
、
議
会

運
営
委
員
長‥

20
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番
か
ら
、

総
務
文
教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
の
順
に
な
り

ま
す
。

（ 傍  聴  席 ）

江
戸
貴
志

橋
本
国
勝

山
根　

巌

東　

正
昇

高
麗
裕
之

東
谷
伸
治

171819202122

秋
岡
芳
郎

八
木　

亨

長
濱
賢
一

三
津
良
裕

前
田
ナ
ツ
子

潮
崎
憲
司

161514

叶
井
克
典

梶　

達
矢

圃
山
俊
作

９87

宅
川
靖
次

野
田
粋
之

浜　

盛
幸

456

131211

佐
藤
絹
子

10

藤
田
茂
男

小
西　

努

上
田
公
司

123

演壇

理事者席

事務局席

理事者席

事務局長席 議長席
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《議会広報委員会》
委 員 長 : 梶　　達矢
副委員長 : 上田　公司
委　　員 : 小西　　努・圃山　俊作・潮崎　憲司
 　 前田ナツ子・長濱　賢一・八木　　亨
 　 橋本　国勝

　春ですね！暖かくなるのが待ち遠しいですね。　　

　新庁舎への移転も近づいてきました。議会広報委員

会のメンバーも気分新たに、読みやすく分かりやすい

議会だよりをつくっていきます。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長：梶　達矢）

令和６年第１回定例会の予定 (２月 19 日～３月 14 日 )
日

19 20 21 22 24２月 18 日 23

26 27 28 29 ３月 1日 ２25

４ ５ ６ ７ ８ ９３

1110 12 13 14 15 16

月 火 水 木 金 土

一般質問 (代表 )

一般質問
通告締切

開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、 ■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問 (個人 )
議会運営委員会

一般質問 (個人 )
予算決算委員会
全員協議会

総務文教委員会 生活福祉委員会

産業建設委員会 予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会

議会運営委員会
全員協議会

議会運営委員会

本議会／閉会

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

令和６年 鳴門市議会新体制‼

　令和５年 12月 20 日に開催された第４回定例会本会議において、議長・副議長の
選挙および議会選出監査委員の選任が行われ、次の３名が選出されました。
　また、新しい議長のもと委員会構成が変更されました。
　（各委員会の構成は 14ページをご覧ください）

議　長

『分かりやすいギカイ』を目指
し、議会改革に取り組みます

東谷　伸治
ひがし だに　　　　しん　 じ

監査委員

監査委員として事業内容や進
捗状況のチェックに努めます

三津　良裕
　　み　　つ　　　　 よ し ひ ろ　

副議長

市民の皆様の声を大切にし、
議会の円滑な運営に努めます

高麗　裕之
こ う ら い　　　ひ ろ ゆ き


